
 
 
 
 
 

 

■ 「笑いと健康」を科学する！多彩な領域から「笑い」に切り込む公開講座 ■ 

“笑う門には福来る” 「笑い学」入門講座(全 11 回)を開講 
～ 人間健康学部「ユーモア学プログラム」の研究内容を社会に発信 ～ 

【日 時】 5月 27日（土）～ 2018 年 1月 20日（土）13：30～15：00 ※土曜日開講 

【場 所】 堺キャンパス B棟 SB302 教室（堺市堺区香ヶ丘町 1丁 11－1） 

このたび関西大学では、堺市との地域連携事業の一環として、本学人間健康学部「ユーモア学     

プログラム」の研究内容を基に、多彩な領域から「笑い」に切り込む公開講座「笑い学」入門講座を、    

5 月 27 日（土）から 11 回にわたって堺キャンパスにて開講します。 
 

◆本件のポイント◆ 

・人文科学、文学、社会学、脳科学等、多彩な領域から「笑い」に切り込む公開講座。 

・笑いとユーモアを理論と実践で学ぶ、人間健康学部「ユーモア学プログラム」の研究内容を社会に発信。 

・「ah（アッハ）」を単位として笑いを測定する『笑い測定機』を発案した笑い学の先駆者、故木村洋二本学名誉

教授の著書「笑いを科学する～ユーモア・サイエンスへの招待」（新曜社）をガイドブックとして使用。 

・本講座を通じて、「笑い」が健康な社会生活に不可欠であるという考えが広く普及することに期待。 
 
近年、笑いが健康に及ぼす影響について注目されており、医学的・学術的にもその効果が実証され   

始めています。スポーツ・健康・福祉を学際的に学ぶ本学人間健康学部では、全国的にもユニークな   

「ユーモア学プログラム」を設けており、笑いとユーモアに関わる内容を学生が学ぶことはもちろん、  

教員も笑いが健康にどのような影響を与えるのかなど、日々研究活動に励んでいます。 

本講座は、その「ユーモア学プログラム」の日頃の研究内容を堺市民に発信し、人文科学、文学、     

社会学、脳科学等、多彩な領域から「笑い」に切り込む公開講座です。日本笑い学会会長を務める同学部

の森下伸也教授の講座を皮切りに、5 月から半年以上にわたって、学内外の「笑い」の専門家による    

全 11 回の講座を開講します。また本講座では、「ah（アッハ）」を単位として笑いを測定する『笑い     

測定機』を発案した笑い学の先駆者、故木村洋二本学名誉教授の著書「笑いを科学する～ユーモア・    

サイエンスへの招待」（新曜社）をガイドブックとして使用します。木村名誉教授の画期的な取組みから 

今日まで、本学で脈々と受け継がれている「笑い学」「ユーモア学」に対する理解を深めていただき、   

「笑い」が健康な社会生活に不可欠であるという考えが広く普及することを期待しています。 

つきましては、ご多忙のところ恐縮ですが、ぜひ取材・周知のご検討をよろしくお願い申し上げます。 

記 

【日  時】 5 月 27 日（土）～ 2018 年 1 月 20 日（土）全 11 回（※土曜日開講）13：30～15：00 

【場  所】 堺キャンパス B 棟 SB302 教室 
（堺市堺区香ヶ丘町 1-11-1 南海電鉄高野線「浅香山」駅下車すぐ） 

【対  象】 堺市民、本学学生のほか、どなたでも参加できます（受講料不要） 

【定  員】 各回300名（事前申込が必要） 

◆プログラムや申込方法等の詳細は、別紙をご参照ください。 
以 上 

※取材をご希望の方は、お手数ですが下記お問い合わせ先までご連絡をお願いいたします。 

この件に関するお問い合わせ先 

関西大学 総合企画室 広報課  担当：石田、寺崎 
〒564-8680 大阪府吹田市山手町3-3-35 Tel.06-6368-1131  Fax.06-6368-1266 
www.kansai-u.ac.jp 
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■ 堺市と関西大学の地域連携事業「笑い学」入門講座 詳細 

【開催日時・テーマ・講師】 

第 1 回 5 月 27 日（土） 「笑いの花咲く国へ」 森下  伸也 （関西大学人間健康学部教授） 

第 2 回 6 月 17 日（土） 「笑いと『純粋経験』」 井 上  宏 （関西大学名誉教授） 

第 3 回 7 月 1 日（土） 「能・狂言と日本の笑い」 関屋  俊彦 （関西大学名誉教授） 

第 4 回 7 月 22 日（土） 「日本の近代文学と笑い」 浦  和 男 （関西大学人間健康学部准教授）

第 5 回 9 月 30 日（土） 「エスニックジョークは 
社会の温度計」

安 部  剛 （国際ユーモア学会理事） 

第 6 回 10 月 14 日（土） 「異文化コミュニケーションに 
おけるユーモアの役割」

大島 希巳江 （神奈川大学外国語学部教授） 

第 7 回 10 月 28 日（土） 「漫才のつくり方」 藤 田  曜 （演芸作家） 

第 8 回 11 月 11 日（土） 「笑いは最高のガン予防薬！」 昇  幹 夫 （医師） 

第 9 回 11 月 25 日（土） 「笑いとユーモアの心理学」 雨宮  俊彦 （関西大学社会学部教授） 

第 10 回 12 月 16 日（土） 「笑いの脳科学最前線」 野澤  孝司 （目白大学講師） 

第 11 回 1 月 20 日（土） 「落語と笑い」 矢野  宗宏 （日本笑い学会理事） 

※時間は各回とも 13：30～15：00 

 
【場  所】 堺キャンパス B 棟 SB302 教室 

（堺市堺区香ヶ丘町 1-11-1 南海電鉄高野線「浅香山」駅下車すぐ） 

 
【対  象】 堺市民、本学学生のほか、どなたでも参加できます（受講料不要） 

 
【定  員】 各回300名（事前申込が必要。申込多数の場合は抽選） 

 
【一般申込方法】 

①郵便番号・住所、②お名前・ふりがな、③電話番号を明記の上、はがき、FAX、E メールのいずれかにて 
下記「一般申込・問い合わせ先」宛に送付・送信。 

（注 1）各回ごとに受講者の募集を行います。各回とも、原則として開催日の前月 1 日より受付を開始し、 
開催日の約 2 週間前に締切とさせていただきます。 
各回の募集詳細は、人間健康学部 HP（http://www.kansai-u.ac.jp/Fc_hw/）にて掲出いたします。 

 （注 2）第 1 回（5 月 27 日開催）は、すでに申込みを締め切らせていただいております。 
あしからずご了承ください。 

 
【一般申込・問い合わせ先】 

関西大学堺キャンパス事務室 地域連携担当「『笑い学』入門講座 第●回」係 
※●には参加希望回の数字を記入。 

住所：〒590-8515 堺市堺区香ヶ丘 1-11-1 
電話：072-229-5024 FAX：072-229-5082 E-mail：sakai-info@ml.kandai.jp 

【取材（聴講）申込方法】 
取材（聴講）希望日の前日までに、別紙「取材申込用 FAX 返信用紙」を送付いただくか、 
関西大学広報課 06-6368-1131（担当：石田、寺崎）までご連絡をお願いいたします。 
よろしければ、ぜひ第 1 回（5 月 27 日）講座を取材にお越しいただければ幸いです。 
（第 1 回講座の開催概要はこちら ⇒ http://www.kansai-u.ac.jp/Fc_hw/2017/04/295271.html） 

以 上 


